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２０２２年度７月号 尚徳福祉会生麦保育園 渡辺翔

暑さも日々増していき、本格的な夏の季節もすぐそこまで来ているようです。

園庭に行くと、アリやカタツムリ、ダンゴムシを探したり、ボール遊びをしたりと外遊びを楽しんでいま

す。７月になり、プール遊びが始まります。子どもたちは、園の大きいプールに初めて入るので、とて

も楽しみにしています。怪我のないよう楽しみながら、プール遊びをしたいと思います。毎日のプー

ルカードの〇×のチェックや水遊び用の服やタオル、袋に名前の記入をよろしくお願い致します。

５月からテラスのプランターでナスを子どもたちと育てています。だんだんと大きくなっ

ていくナスが子どもたちも気になるようです。テラスに行くと、「あー！ナスいっぱい！」

「ナス大きくなった！」と喜んで、ナスを触って嬉しさを表現している子の姿が見られます。

保育者がジョウロを用意すると、「水あげる！」と水やり待ちをして、保育者と一緒にニ

コニコしながらナスに水をあげています。

子どもたちに「テラスのナスが食べれる大きさまで育ったら、食べる？」と聞くと、「ナス

大好き！食べる！」と言っています。調理の先生が作ってくれるナスを使った給食を子

どもたちと一緒に食べるのが今から楽しみです。

紙皿に黄緑色の絵の具で丁寧に上手に色を塗りました。紙皿に塗るのが飽きてしまうと、自

分の手のひらに絵の具を塗って「先生見てー！」と見せてくれます。その後、筆ではなく手で紙

皿に色を塗ってみたり、友だちと手のひらを見せ合いっこをしたり楽しく制作をしていました。

紙皿以外にも折り紙を使用して織姫と彦星を作成しています。子どもたち一人一人の個性が

出ており、保育者も楽しみながら制作をすることが出来ました。

だんだんと自分たちで出来ることが増え、保育者が手伝おうとすると、「自分でやる！」と頑

張っています。

６月３日は初めての園外保育がありました。子どもたちに水筒を持ってくるよう伝えると、

「明日、水筒！」とお父さんお母さんに嬉しそうに伝えていました。当日は、水筒を友だち

同士や保育者に嬉しそうに見せていました。

ニコニコマングループの４グループに分かれ、貝の浜公園で『げんきっきたいそう』をし

ました。４歳５歳のお兄さんお姉さんが踊っている姿を見よう見まねで真似して笑顔で

踊っていました。その他にも、〇×クイズやサーキットをしました。

保育園に戻ってから、お弁当をグループ毎に食べました。今年初めて異年齢との交流

をしたので、緊張している様子は見られましたが、普段あまり接することのないお兄さん

お姉さんと関わることが出来たので、今後もグループでの活動が増えればと思っており
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